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論 文

「死神」 モチー フ再考

『死神の名付け親』(KHM44)と 古典 落語『 死神』 との比較検 討

梅内 幸信

        Reconsideration of the Motif "Death" 
 — A Comparative Analysis of the Fairlytale by the Brothers Grimm 

Godfather Death (KHM44) with the Japanese Classic Rakugo Death 

                  Yukinobu UMENAI

Abstract 

   The fairytales by the Brothers Grimm can be changed in their diffusion due to the cultural displacement 
of different races. Even though the core of the stories, namely their essence, will remain unchanged as long 
as man is around to tell them. This is because the core of the stories has resonance with cosmic rhythm, which 
is the original monad, and finally God. 

By consideration and comparison of the fairytale by the Brothers Grimm Godfather Death (KHM44) 
with the Japanese classic rakugo Death I posed in this paper the following provisional 5 thesises. 

 1. The rakugo Death by Encho Sanyutei (1900-1979) was prodused on the base of the fairytale by the 
Brothers Grimm Godfather Death (KHM44). 

 2. It is highly supposed that it was Ouchi Fukuchi (1841-1906), that gave Encho the information of the 
fairytale by the Brothers Grimm Godfather Death (KHM44). 

 3. Ouchi Fukuchi acquired probably the 2. edition of the fairytales by the Brothers Grimm. 
 4. Wilhelm Grimm (1786-1859) was enchanted by the image of candle as a human life (flame= head; 

   candle=body). 
 5. Death stands generally in Europe at the feet of the patient and leads him to Hades after changing him by 

   the flaming eyes into stone, like as Medusa.

は じめ に

グリム童話の筋は,そ の伝播に際して民族ないし国々のもつ文化的変位によって箭にかけら

れるものの,そ の核心,す なわち本質的部分は不変のものである。そして,そ の核心を成す物

語精神は,人 間の精神と共に永遠に存続するものである。つまり,そ の本質的部分は,宇 宙の

リズムと共鳴するものであって,最 終的には根源的リズムである原単子　1,す なわち神へと収

1周 知 の よ う に,ラ イ プ ニ ッ ツ(Gottfried Wilhelm Leibniz,1646-1716)は,宇 宙 は 単 子 か ら 成 り,そ れ ら の 単

子 に は,創 造 主 であ る神 に よ っ て 調 和 が 予 定 さ れ て い る(「 予 定 調 和 説 」)と し た 。 こ の 考 え に従 え ば,宇 宙

は 単子 か ら 成 り,そ の 中心 点 に創 造 主 で あ る 神 に相 当 す る 「原 単子 」 が あ る と 想 定 さ れ る 。 事 実,動 物 磁 気

説 を 唱 え た メ ス マ ー(Franz Anton Mesmer,1734-1815)も,「 宇 宙 の 調 和 」 を 提 唱 す る た め に 「調 和 協 会 」 を

設 立し,物 体 ・人 間 ・惑 星 か ら 成 る 宇 宙 の 中心 に 調 和 をも た ら す神 が 存 在 す る と 考 えた(ダ ーン トン,ロ バ ー

ト 『パ リ のメ ス マ ー-大 革 命 と動 物 磁 気 催 眠 術-』 稲 生 永 訳,平 凡社,1987年,131-132参 照)。



斂するものである｡

本稿においては, グリム童話 『死神の名付け親』 (�����) と古典落語 『死神』 を比較・考

察することによって, 暫定的ながら以下５つのテーゼを提出した｡

１. 三遊亭圓朝の 『死神』 は, グリム童話 『死神の名付け親』 (�����) を素地として創作
された｡

２. 圓朝にグリム童話 『死神の名付け親』 に関する情報を提供したのは, 福地桜痴であると

推定される｡

３. 福地桜痴は, グリム童話の第２版を入手していたと推定される｡

４. ヴィルヘルム・グリムは, ロウソクのもつ生命 (人生) のイメージ (炎＝頭；ロウソク＝

身体) に捕われていた｡

５. 死神は, 病人の足元に立って, 病人をメドゥーサの眼差しで石化してから冥界へ連れて

ゆく｡��� ����������������
グリム童話 『死神の名付け親』 は, ���収録されている 『グリム童話集』 において��番目の

位置にある｡ この童話においては, ロウソクの炎のイメージが死と生に関する見事なコントラ

ストを生み出している｡ 周知のように, 人生は生老病死という４つの構成要素から成るが, こ

の童話は, これら四大構成要素が彩豊かに反射する万華鏡の世界を提示する｡

昔, あるところに１人の貧しい男がいたが, この男には��人の子どもがあり, そのため昼も
夜も齷齪と働かなければならなかった｡ しかし, ��番目の子どもが生まれると男は, ついに困
り果て, 途方に暮れて, 街道へ飛び出して, 行き当たりばったりの人を名付け親に頼もうと考

える｡ 男が初めに出会った人は神さまで, 神さまは男の悩みをすでにお見通しであったので,

男にこう声をかける｡ ｢かわいそうにな, おまえが気の毒でならんから, わしがおまえの子ど

もに洗礼をさずけ, 子どものめんどうを見て, この世で幸せにしてあげよう｡｣２ しかし, この

男は, ｢神さまが富と貧しさを, どんなに思慮深く割りふるのかを知らなかった｣ (�����) の
で, この人が神だと分かると, ｢それじゃ, あなたを名付け親にたのみたくはありません｡ あ

なたは, 金持ちに施しをして, 貧乏人にはひもじい思いをさせるんですから｣ (�����) と答え
るのである｡ 続いて, 悪魔が現れて, 男にこう声をかける｡ ｢なにを探しているのかな｡ わし

をおまえの子どもの名付け親にすればな, その子にたんまりお金をやって, おまけにこの世の

ありとあらゆる楽しみを味わわせてやるさ｡｣ (������) ところが男は, この人が悪魔だと分か
ると, ｢あなたは人をだましたり, そそのかしたりするんですから｣ (�����) という理由で,
再び名付け親となることを拒否するのである｡ 男が先に行くと, 骨と皮ばかりに痩せ衰えた死

神が寄ってきて, ｢わしを名付け親にしな｡ わしは, だれでも平等にあつかう死神じゃよ｣ と

梅 内 幸 信

－�－2 ����������������������������������3 ���������������������1980����1����227�以下, この童話からの引
用に関してはこの版に従い, 本文引用末尾にページ数を付す｡ なお, 翻訳に当たっては, 次の最終版の翻訳
を参考にさせて頂いた｡ 『完訳 グリム童話集』 [全５冊] 金田鬼一訳, 岩波書店 (文庫), 1981年, 第２巻, 38�48ページ｡ ／ 『完訳グリム童話』 (1�7) 野村�訳, 筑摩書房, 1999年, 第２巻, 199�205ページ参照｡



言う｡ すると男は, ｢あなたがぴったしの方です｡ あなたは, 金持ちも貧乏人も差別しないで

つれて行きますから｡ うちの子の名付け親になっていただきましょう｣ と答える｡ これに応え

て, 死神も, ｢わしは, おまえの子どもを金持ちにし, 有名にしてやろう｡ なにせ, わしを友

とする者に, わしは不自由させんのじゃからのう｣ と言うのである｡

このように, 男は, 自分としては最も良い判断をくだしたと考えているのであるが, しかし,

悪魔ばかりではなく, 神をも拒否したという点において, やはり, 分別が足りなかったと言わ

ざるをえない｡ ローマの占いによると, ｢��番目｣ という数字は ｢死, 破壊, 不幸｣３ を象徴的
に示していると言われるが, そのようにこの��番目の息子は, 折角死神の手助けによって医者
になり, また同時に金持ちになるのであるが, しかし, その金銭に対する貪欲さから, 結局は

命を縮めてしまう羽目となるのである｡��番目の男の子が大きくなると, 死神は, 男の子を森の中へ連れて行き, そこに生えている
薬草を指差して, 男の子にこう言う｡

｢さあ, おまえに名付け親からの贈り物をあげよう｡ わしは, おまえを評判の医者にし

てやろう｡ おまえが病人のところへ呼ばれたら, わしは, そのつどおまえに姿を見せよう｡

わしが病人の枕元に立たっていたら, この人をまた元気にしてあげましょう, と胸をはっ

て言うがよい｡ そう言って, あの薬草を病人に与えれば, 病人は治るじゃろ｡ じゃがな,

わしが病人の足元に立っていたら, そいつはわしのものじゃ｡ そしたら, おまえは, どん

な手だてもむだでございます, この世のどんな医者にも救うことはかないません, と言わ

ねばならん｡ じゃがな, 気をつけるのじゃよ｡ この薬草をわしの意にそむいて使わないよ

うにな｡ さもなくば, おまえはひどい目に会うかも知れんぞ｡｣ (�����)
死神から授けられた教えで若者は, 世間で一番評判の良い医者になり, また同時に金持ちに

なる｡ ところが, その国の王が病気になり, この医者が王の元に行ってみると, 死神が病人の

足元に立っているのに気づく｡ もはや, 彼の薬草も役に立たないのであるが, 若者は, 金銭欲

に目が眩んで, 死神をだますことを思いつく｡ 死神が名付け親であるということに甘えて, 医

者は, 病人の足をつかんで, 向きを反対にし, 死神が病人の枕元に立つように方向を変えてし

まうのである｡ 王は元気になるが, しかし, だまされた死神は, おこって若者に, こう警告す

る｡ ｢よくもわしをだましたな｡ 今度だけは, おまえを大目に見てやろう｡ わしは, おまえの

名付け親じゃからな｡ じゃが, もしおまえがもう一度わしをだましたら, 命取りになるぞ｡ お

まえ自身をしょっぴいて行くからな｡｣ (�����)
その後まもなく王の姫が重病にかかり, その悲しみのあまり, 姫の命を救ってくれた者には,

姫をとつがせ, 王位を譲るというおふれを出させる｡ 医者が姫のもとにきてみると, 姫の足元

に死神の姿を発見する｡ すると医者は, 姫と結婚できるという幸運に惑わされて, 死神の警告

を完全に忘れ, 再び姫を抱えて, 死神が病人の枕元に立つように方向を変えてしまうのである｡

二度までだまされた死神は, 若者を地下の洞穴に連れて行って, 若者の命のロウソクが燃え尽

きそうになっているのを見せる｡ それを見た若者は, 消えそうになっている自分の命のロウソ

�������������������������������������������

－�－3 フリース, アト・ド・『イメージ・シンボル事典』 山下主一郎他訳, 大修館書店, 1988年, 632ページ参照｡



クに真新しい大きなロウソクを継ぎ足してくれるよう死神に頼むのであるが, しかし, 今度こ

そ若者に仕返しをしてやろうと考えていた死神は, ロウソクの継ぎ足しの際わざとしくじり,

消えそうになっていた小さなロウソクは, 倒れて消え, それと共に, 若者は死んでしまうので

ある｡��� ������������
グリム童話 『死神の名付け親』 の類話は, 『グリム童話集』 に詳細な注釈を施した��ボルテ

と��ポリーフカによれば, 世界各地に散在すると言われる４｡ 事実, 日本にも落語の名人と呼

ばれる初代三遊亭圓朝 (本名, 出淵次郎吉；���������) が, 『死神』 という落語を明治��年代
(����年頃) に作っている５｡ この落語は, 明治��年代に三遊亭円左が口演してからよく知られ
るようになり, ｢ステテコの円遊｣ は, これを改作して, 『誉

ほまれ

の幇間
た い こ

』 と題した６｡ ちなみに,

日本において, ｢死神｣ という言葉が一般に知られるようになったのは, 近世になってからで

ある｡ とりわけ, 歌舞伎芝居における洒落た文句や近松門左衛門の浄瑠璃 『心中天の網島』 に

おける ｢死神憑いた耳へは, 意見も道理も入るまじ｣ という文句が人口に膾炙したと言われ

る７｡

管了法が日本において初めて 『グリム童話集』 を部分的ながら翻訳紹介したのは, ����(明
治��) 年のことであるし, また, この翻訳に 『死神の名付け親』 は収録されていないので８,

圓朝自身がこのグリム童話を知っていたとは想像しがたい｡ 三遊亭圓朝の伝記を書いた永井哲

夫 (ながい・ひろお) 氏によれば, 落語研究家である今村信雄氏 (���������) が, ｢円朝の
『死神』 は, イタリア歌劇 『靴直しクリピスノ』 から翻案したもの｣ という事実を考証したと

言われる９｡ 今村氏は, その著書 『落語の世界』 における ｢円朝作の死神｣ というエッセイの

中で, 『死神』 に関して, 次のように述べている｡

｢死神｣ という落語が二通りある｡ 初代円遊のやっていたものと, 先代の金馬が十八番

梅 内 幸 信

－�－
4 �������������������������������������������������������������������������������������4 ��������������･���������������1982�1�������377�388�物語全体としては, ｢神｣ が ｢聖母マリア｣ と, そし
て, ｢死神｣ が ｢死の女神｣ に交替している類話もある｡ また, 上記の ｢モチーフの構成｣ でも分かるように,
｢男｣ と ｢その息子｣, ｢最後のお祈りを中断すること｣ と ｢ベッドの向きを反対にすること｣, ｢医者にお祈り
を終わらせること｣ と ｢地下の洞窟の中で医者に見せた彼のロウソクの火を消すこと｣ というモチーフ間に
おいては, その順列と組み合わせから, 様々な類話が生まれている｡
5 麻生芳伸 『落語百選 秋』 筑摩書房, 1999年, 384�399ページ参照｡ ｢〈古典〉は理屈でなく, あくまでも人間
の感性ハートに訴えるのが身上だが, 本篇には作者, 三遊亭円朝自身の, 人間に対する悟りのようなものが
盛り込まれている｡ ／ ｢落語百選｣ 中, ベスト・テンに入る名作｡｣ �399ページ)
6 『日本大百科全書 11』 小学館, 1994年, 100ページ参照｡ ／東大落語会 (編) 『増補落語事典』 青蛙房, 2008
年, 227�228ページ参照｡
7 同所参照｡
8 『明治期グリム童話翻訳集成』 (全５巻), 紀伊國屋書店, 1999年｡ 第５巻, 1�18ページ参照, ｢グリム童話翻
訳文学年表 1｣ (明治編)｡
9 永井哲夫 『新版 三遊亭円朝』 青蛙房, 1998年, 271�272ページ参照｡ 圓朝の表記は, 本文ではこの表記を用
いる｡



にしていたものである｡ この落語の原作は, イタリアのオペラ ｢靴直しと妖精｣ である｡

私は赤坂のローヤル館で清水金太郎, 静子夫妻と原信子の演じたのを見たことがある｡ ク

リスピノという靴直しが金に困って古井戸へ身を投げて死のうとした時に, 突然井戸の中

から妖精が現れて, クリスピノに金を恵み, 病人の生死の鑑別法を教えてくれる｡ そのお

かげで靴直しは資産家になったが, ある日慾に迷って妖精との約束を破ったために, かえっ

て自分の命を縮める結果になる｡ という筋である��｡
確かに, 今村信雄氏は, 明治��年３月に ｢落語研究会｣ を創設し, 現代落語の発展に多大な
る貢献をなした今村次郎氏の息子であり, これまた父親の後を継いで, この研究会を第４次ま

で支えた功労者ではある��｡ しかしながら, 今村信雄氏が, 大正から昭和中期までの時代にお
いて落語の援助者として多大な貢献をなしたかも知れないが, グリム童話における 『死神の名

付け親』 を知っていたとは思われない｡ というのも, 確かにイタリア・オペラ ｢クリスピーノ

と代母｣��と 『死神の名付け親』 とは, その遠い源流においては一つの同じ場所から生まれて

いるかも知れないが, しかし, 以下のような相違点を指摘すれば, むしろ違うという判断をく

ださざるをえないであろう｡

これだけの大きな相違点があれば, イタリアのオペラ ｢クリスピーノと代母｣ が, 直接三遊

亭圓朝作の 『死神』 の種本になったという判断をくだすことはできないであろう｡ その証拠に,��に収録されて, 現在日本で購入できる落語 『死神』 では, この�つの相違点がほぼ踏襲さ
れている��｡ 口承芸術である落語の伝統というものは, 師匠から弟子へと, 想像以上に厳格に
伝授されると考えられる｡ しかも圓朝が, このオペラを基にこれらの相違点を創作しながら改

作したとも思われない｡ なぜならば, グリム童話 『死神の名付け親』 を圓朝作の 『死神』 の種

本だと見なせば, ほとんど本質的な筋は一致しているからである｡ 柳家権太桜の 『死神』 の解

�������������������������������������������

－�－

���������������������������������������
作品

項目 グリム童話 『死神の名付け親』 イタリア・オペラ ｢クリスピーノと代母｣

１. 寿命の象徴 ロウソク ランプ

２. 死神の性 男性 女性

３. 生死の判断の伝授 ○ ×

４. 死神の復讐 ○ ×

５. ｢寝床廻し｣ ○ ×

＊○は有を, ×は無を示す｡

10 今村信雄 『落語の世界』 平凡社, 2000年, 206�209参照｡ この本は, 本来1956年11月に青蛙房から出版され
ている｡

11 同書, 344�345ページ参照｡
12 別名 ｢クリスピーノと妖精｣ とも言う｡ ／��������������������������������������������������������������29095�96�2��������������������1989�このオペラの粗筋に関しては, この��の解説 (13�20ページ)
参照｡



説者瀧口雅仁氏は, ＜三遊亭圓朝がイタリアのオペラ ｢クリスピーノと代母｣ からヒントを得

て作った噺と言われ (近年, グリム童話の中に原話があるという論考も発表されたが……),

今でも季節を問わず, よく演じられている＞というようなおざなりな解説を書いている｡ ｢死

神｣ に関する研究も進んでいるので, ｢三遊亭圓朝がイタリアのオペラ 『クリスピーノと死神』

からヒントを得て作った噺｣ という説は, 信憑性のない説として, そろそろこの辺で否定され

なければならないと思われる��｡
圓朝の落語 『死神』 は, 本質的な粗筋においてはグリム童話 『死神の名付け親』 に似ている｡

その粗筋は, ｢貧乏神に取り憑かれたある１人の男が, 死神の助言によって, 病人の生死を判

断する教えを受ける｡ これによって男は, 名医という評判を勝ち得て金持ちになるが, しかし,

贅沢三昧によって金を使い果たし, 金銭欲から二度まで死神との約束を破る｡ それで死神は,

最後には男に仕返しをし, 男は死ぬ羽目となる｣ といったものである��｡ 圓朝作の 『死神』 と

グリム童話 『死神の名付け親』 とは, その基本的粗筋において本質的相違は無い｡ 当然のこと

梅 内 幸 信
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13 現在, 筆者が入手している落語 『死神』 に関する��は, 次の10点である｡ １) 六代目圓生 『圓生百席23
品川心中 上／下；死神』 �����3845�46�, 株式会社ソニー・ミュージックエンタテイメント, 1997年；
『落語 昭和の名人16；死神�弥次郎�開帳の雪隠』 (������16), 小学館, 2009年, ２) 三代目三遊亭金馬
『���落語名人選58；死神／夢金』 ���サービスセンター, 1994年, ３) 柳家小三治 『落語名人会41 柳家
小三治17；死神』 (����3613), 株式会社ソニー・ミュージックエンタテイメント, 1996年, ４) 柳家権太
楼 『柳家権太楼 名演集７；青菜・死神』 (�����00937), ポニーキャニオン, 2009年, ５) 柳家権太楼
『落語百選 ���コレクション16 死神』 (����016), デアゴスティーニ・ジャパン, 2009年, ６) 三遊亭
圓楽 『たがや／死神／蔵前駕籠』 (三遊亭圓楽独演会全集第８集；�����55138), 東芝���株式会社, 2003
年, ７) 五代目古今亭今輔 『藁人形／死神／葛湯』 (�����293), 財団法人ビクター伝統文化振興財団, 200
2年, ８) 立川志の輔 『はんどたおる／死神』 (�����38), ソニー・ミュージックエンタテインメント, 2002
年, ９) 昔昔亭桃太郎 『春雨宿／死神』 (�����01023), ポニーキャニオン, 2009年, 10) 立川談志 『談志
百席 ｢鰻屋｣ ｢死神｣』 (�����36352), 竹書房, コロンビアミュージックエンタテイメント, 2010年｡
これら10点の話において５つの相違点がほぼ踏襲されていると言ったのは, 以下の理由による｡ 三代目三
遊亭金馬は, この落語を圓朝ではなく, その弟子圓遊が学び, その師匠に言わせれば, ｢壊してしまった｣
(３の解説４ページ参照) 方の 『死神』 を受け継いだ｡ この圓遊は, ｢ステテコの圓遊｣ と呼ばれた破天荒の
お笑い落語家で, この師匠圓朝から教わった 『死神』 をお目出度い落語へと改ざんしてしまったと言われる｡
(この圓遊については, 六代目三遊亭圓生 『明治の寄席芸人』 青蛙房, 2001年, 12�38ページ参照｡) つまり,
そこでは死神の復讐など語られず, 医者は冥界にある寿命のロウソクを見て, 自分の消えかかっている寿命
のロウソクばかりではなく, 隣近所や友人・知人の寿命のロウソクまで継ぎ足すという, すべて ｢めでたし,
めでたし｣ のハッピーエンドで終わっている｡ 死神との約束を破ったにもかかわらずハッピーエンドで終わっ
たのでは, 童話における ｢素朴な道徳の機能｣ は停止し, 童話の命の火は消えてしまわざるをえない｡ この
ハッピーエンドの 『死神』 は, やはり物語の本質を損なっていると判断せざるをえない｡ この点に三代目三
遊亭金馬も気づいたのであろうか, その落語全集の中にこの 『死神』 は収録されていない｡ ＜『三代目三遊
亭金馬全集』 (���8�20) 1995年, 参照｡＞やはり, 三代目三遊亭金馬には, 深刻な落語は性に合わなかった
のかも知れない｡ 落語 『死神』 を確立したのは六代目三遊亭圓生であるが, 彼は二代目金馬を経由した 『死
神』 の決定版を作ったという自負をもっている｡ (２における能篠三郎氏の解説参照｡) ６の今輔の話は,
1960 (昭和35) 年９月７日放送されたものである｡ この話だけが, 他の話と反対に ｢枕元＝生；足元＝死｣
という生死の判断を採用している｡ これは, 今輔がグリム童話を読んで研究した結果であろう｡ グリム童話
『死神の名付け親』 の当時の翻訳は, 確実に第７版からの翻訳であった｡ ９の話も, 最終的にはハッピーエ
ンドで終わっているが, これは赤塚不二夫流の破天荒の滑稽さを加味している｡

14 六代目三遊亭圓生 『死神／弥次郎／開帳の雪隠』 (落語 昭和の名人 決定版16), 小学館, 2009年, 参照｡
ここにおける 『死神』 に関する解説では, グリム童話を出典とする説と 『クリスピーノと代母』 を出典とす
る説とを紹介しているが, グリム童話の方を先に紹介している (解説10ページ参照)｡

15 麻生芳伸, 上掲書, 384�399ページ参照｡



ながら, 宗教的なモチーフは, 一般に, 別の宗教をもつ国に伝えられる場合には, 削除される

か, あるいは大幅な修正を受ける可能性があると言わざるをえない｡ 同じように, 圓朝は, ヨー

ロッパの話を日本の落語に改作するに当たって, 若干の修正を施している｡ そこで, グリム童

話と古典落語との異同を明確にするために, 両者の物語を��項目にわたって比較してみると,
その結果は, 次の表としてまとめられる｡

この分析結果から判明する古典落語における大きな相違は, 主として次の５点である｡

１. 神と悪魔を登場させていない｡

２. 死神は, ｢名付け親｣ ではなく, ｢相談相手｣ の役割を果たしている｡

３. 主人公は, ｢薬草｣ ではなく, ｢呪文｣ を用いる｡

４. 最初の病人は, ｢王｣ から ｢お店のお嬢さん｣ に変えられている｡ ２番目の病人は,

｢姫｣ から ｢江戸でも指折りの大家｣ に変えられている｡

５. 謝礼は, ｢姫の婿となり, 王位を継承すること｣ から ｢３千両｣ に変えられている｡

�������������������������������������������

－�－

����������������������������
作品

項目
『死神の名付け親』
(�����)；第７版 『死神』 (圓朝作)

１. 主人公 貧しい男の��番目の息子｡ 所帯持ちの貧しい男｡

２. 死神の役割 名付け親｡ 相談相手｡

３. 主人公の職業 医者｡ 医者｡

４. 死神の教え 死神が枕元にいれば助かり, 足元に
いれば助からない｡ (第２版のみ逆｡)

死神が足元にいれば助かり, 枕元に
いれば助からない｡ (大半の落語が,
この通り｡)

５. 薬 薬草｡ なし｡ (いい加減なもの｡)

６. 呪文 なし｡ ｢あじゃらかもくれん, あるじぇり
あ, てけれッつのぱァ｣, �つ手を叩
く��｡

７. 最初の病人 王｡ お店のお嬢さん｡

８. ２番目の病人 姫｡ 江戸でも指折りの大家｡

９. その謝礼 姫の婿となり, 王位を継承する｡ ３千両｡��. ロウソクの種類 大, 中, 小｡ 長いもの, 半分, 消えそうなもの｡��. ロウソクを継ぎ足
す

医者が死神に頼む｡ 死神が医者に提案する｡��. ロウソクを継ぎ足
す者

死神｡ 医者｡��. 神さまと悪魔 登場し, 拒否される｡ 登場しない｡

16 筆者は, この呪文が, 六代目圓生の 『死神』 を聞く限り, 圓生の勝手な創作かと思っていた｡ しかし, 今村
信夫氏の 『落語の世界』 によれば, 当時 ｢落語の四天王｣ の１人と呼ばれた４代目立川談志は, その18番
｢釜掘り｣ で, ｢アジャレン, モクレン, キンチャン, カーマル, セキテイ喜ぶ, テケレッツのパア｣ という
謎めいた文句を哀れな声で繰り返し, 人気を博したという (『落語の世界』, 63�64ページ参照)｡



イタリアのオペラ ｢クリスピーノと代母｣ と圓朝作 『死神』 との間には, 慎重に比較検討す

ると, 類似点というよりは, むしろ相違点の方が目立ってくる｡ 他方, 圓朝作 『死神』 とグリ

ム童話 『死神の名付け親』 との荒筋には, 本質的な差異は見当たらない｡ ただし, 死神の教え

る ｢生死の判断｣ に関しては, 大きな相違が存在する｡ つまり, 圓朝作 『死神』 で死神は,

｢自分が足元にいれば助かり, 枕元にいれば助からない｣ と教える｡ これに対して, グリム童

話 『死神の名付け親』 (第７版) で死神は, ｢自分が枕元にいれば助かり, 足元にいれば助から

ない｣ と教えるのである｡ 奇妙なことに, 初版から第７版まで出版された 『グリム童話集』 の

中で, 第２版のみが圓朝作 『死神』 におけるのと同じように, ｢死神が足元にいれば助かり,

枕元にいれば助からない｣ という教えになっている｡ なぜ, 『グリム童話集』 の第２版に収録

されている 『死神の名付け親』 において, 日本古典落語 『死神』 におけるのと同じ死神の教え

が見られるのであろうか｡ これらの疑問が解明されねばならない｡ 確かに, レレケがいわゆる

｢寝床回し｣ に関して, 古今のヨーロッパ文学を広く渉猟して考察した結果によると, ｢枕元＝

生；足元＝死｣ という図式が見られる作品は８つあり, 他方 ｢足元＝生；枕元＝死｣ という図

式が見られる作品は５つあり, 一見どちらでもよいような結論に終わっている��｡ それにして
も一体, グリム兄弟は, なぜ第２版を除く他の版において ｢死神が枕元にいれば助かり, 足元

にいれば助からない｣ という判断を死神に説かせたのであろうか｡ これは, 決してグリム兄弟

の単なる誤解から生じたものではないと思われる｡��� ���������������
グリム兄弟が自分たちの童話を伝承されたまま忠実に採集したと, その初版において言明し

たことは, よく知られた事実である｡ そこで彼らは, 次のように述べている｡

私たちは, これらの昔話をできるだけ純粋な形で理解しようと努力しました｡ 押韻や頭

韻によって話の流れが妨げられる場合も多く見うけられます｡ それに, 時には頭韻を踏ん

でいるものさえあります｡ けれども, 語られるときに歌われるわけではけっしてありませ

ん｡ そしてこれこそがいちばん古い形で, すぐれたものなのです｡ いかなる状況も書き加

えたり, 美化したり, 削除もしませんでした｡ というのは, それ自体でこんなにも豊かな

話を, アナロジーや類推で長くしないように努めたからです｡ 昔話は作り出すことができ

梅 内 幸 信
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ないものなのです｡ こういった意味では, ドイツにはこれまで昔話の収集は存在しません

でした｡ ……��
グリム兄弟のこういった言明にもかかわらず, 彼らが初版から第７版までに至る増補・改訂

の過程で, かなりテキストを書き換えたり, 書き加えたりしたという事実は, ジョン・Ｍ・エ

リス��によってかなり手厳しく批判されたところである｡ また, この点は小澤氏によってもか
なり詳細に検討されている��｡ ヤーコプ・グリムは, のちの版において弟のヴィルヘルムに童
話集の編集や序文の執筆を任せたとはいっても, エーレンベルク手稿や初版出版の際は言うま

でもなく, 童話の収集と解説に関しては, 決して気を抜くようなことはなかったと, ����年２
月��日付けのウィーン大学プファイファー教授宛の手紙の中で, 次のように述べている｡

……私は, この作品 (童話集) の誕生と初版のためには, まさに彼 (ヴィルヘルム) よ

りもはるかに, ひょっとしたら彼以上に尽力しましたし, これらの伝承童話の価値を神話

に対しても同じように認めましたので, 童話集の正確さを大いに尊重し, 飾り立てること

を拒否したのです｡ のちの版につきましては, 私がドイツ文法に没頭してしまいましたの

で, ヴィルヘルムに編集させ, 序文を書かせたのですが, とは言いましても, 童話収集と

童話解説に関しましては, 一度たりとも気を抜くようなことはなかったのです｡ ……��
にもかかわらず, 厳格な文献学者であるヤーコプ・グリムでさえ, 初版の段階では 『死神の

名付け親』 における死神の立つ位置の違いについては気づかなかったと言わざるをえない｡ と

いうのも, すでに初版において ｢死神が病人の枕元に立てば病人は助かり, 足元に立てば死ぬ｣

という位置関係が述べられているからである｡ 従って, このテキストを採用したのはヴィルヘ

ルムにほかならないと思われる｡ その証拠に, ����年の第２版においては, ヤーコプが編集し
た 『ドイツ神話学』 における ｢死神｣ の項目にあるように, ｢死神が病人の足元に立てば病人

は助かり, 病人の枕元に立てば死ぬ｣ と記載されている��｡ 間違いなく, ヤーコプがヴィルヘ
ルムのテキストが実際の類話と違うことに気づいて, 自分のテキストと入れ替えたに違いない｡

ところが, 第３版以降ほぼ全面的に童話集の改訂に携わることとなったヴィルヘルムが, 再び

ヤーコプのテキストと自分のテキストを入れ替えてしまったと推定される｡

それでは一体, なぜヴィルヘルムは, 二度にわたってまでこの位置関係を逆転させたのであ

ろうか｡ この理由は, かなりデリケートな問題であると思われるので, 具体的に例を挙げなが

ら, 詳細に検討してみる必要がある｡ まず初めに, 本稿で用いている第７版から, 死神の教え

を筆者による訳と共に, 原文を引用してみよう｡

�������������������������������������������

－�－18 『初版グリム童話集』 (全４巻), 白水社, 1997年, 第１巻, 17ページ｡
19 エリス, ジョン・Ｍ・『一つよけいなおとぎ話』 池田香代子・薩摩竜郎訳, 新曜社, 1993年, 参照｡
20 小澤俊夫 『グリム童話の誕生』 朝日新聞社, 1997年, 参照｡ 『グリム童話考』 講談社, 1999年, 参照｡
21 ���������������������������2 �����������������������2002�2�������185�
22 グリム兄弟 (編) 『完訳グリム童話 (Ⅰ・Ⅱ)』 小澤俊夫訳, ぎょうせい, 1997年, 『名づけ親になった死に
神』, 285�290ページ参照｡ この訳は, 第２版からの翻訳である｡



｢さあ, おまえに名付け親からの贈り物をあげよう｡ わしは, おまえを評判の医者にし

てやろう｡ おまえが病人のところへ呼ばれたら, わしは, そのつどおまえに姿を見せよう｡

わしが病人の枕元に立っていたら, この人をまた元気にしてあげましょう, と胸をはって

言うがよい｡ そう言って, あの薬草を病人に与えれば, 病人は治るじゃろ｡ じゃがな, わ

しが病人の足元に立っていたら, そいつはわしのものじゃ｡ そしたら, おまえは, どんな

手だてもむだでございます, この世のどんな医者にも救うことはかないません, と言わね

ばならん｡ じゃがな, 気をつけるのじゃよ｡ この薬草をわしの意にそむいて使わないよう

にな｡ さもなくば, おまえはひどい目に会うかも知れんぞ｡｣��
このテキストは, 初版において次のように書かれていた｡

｢さあ, おまえを医者にしてやろう｡ おまえが病人のところに呼ばれたら, おまえが気

をつけるのは, ただわしが病人の枕元に立っているのが見えるかどうかじゃよ｡ 枕元に立っ

ていたら, なにも言うにはおよばん｡ そしたら, このビンの薬を病人にかがしてな, その

薬を病人の両足にぬってやるがいい｡ そうすれば, やがて病人は治るじゃろ｡ じゃがな,

もしわしが, 足元に立っていたら, その病人はおしまいじゃよ｡ そしたら, その病人は,

わしのものじゃ｡ そのときにゃ, 治療を始めるなんてことは止めるのじゃ｡｣��
初版と第７版とにおけるテキストの異同に関しては, これほど短いテキストにもかかわらず,

語句に関してかなり多くの異同が発見されるが, しかし, 主なものは次の２点である｡

１. 初版では ｢病人にビンに入っている薬をかがせ, それを病人の両足にぬれば治る｣ と

なっているのに反し, 第７版では ｢薬草を病人に与えれば治る｣ となっている｡

２. 初版では死神の医者に対する警告がないが, しかし, 第７版では死神の医者に対する

警告が書き加えられている｡

２の異同に着目すれば, この種の書き換えないし書き加えは, 『グリム童話集』 全体にわたっ

て見られる｡ そして, この種の変更は, 主としてヴィルヘルムの手になるものと考えられる｡

さて, 慎重な分析が必要とされるのは, １の異同であると思われる｡ 初版において ｢それ (薬)

梅 内 幸 信
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を病人の両足にぬれば治る｣ となっているのが, なぜ第７版において ｢薬草を病人に与えれば

治る｣ と書き換えられたのであろうか｡

１の異同に関し, ドイツ語の動詞 ��������は, [香油 (軟膏) を塗る]��を意味し, その名
詞 �������は, 語源上遡る古代インド語, あるいはギリシア語において ｢油, 脂肪, 獣脂｣ を

意味していた��｡ これは, おおよそ日本のメンソレータムか, 中国のタイガーバームのような
軟膏であると考えられる｡ この関連において, この童話を分析している落合氏の見解によれば,

初版におけるように死神が病人の足元に立てば, ｢足元の死神への恐怖のために, 病人の足に

薬を塗り込めないと言うことだろう｣ と解釈している｡ そして, 第７版の変更に関しては,

｢グリムは初版本で, 死神を足元に立たせたお陰で, 話の内容が変わり, 薬草を飲む行為 (口)

が大事となったのに, 死神を足元に立たせ続けた｣ と解釈している��｡ 初版における ｢それ

(薬) を病人の両足にぬれば治る｣ は, 第７版において, ｢薬草を病人に与えれば治る｣ と変更

されている｡ ここで用いられているドイツ語の動詞 ����������は, ｢薬｣ に関しては ｢投与す

る｣ ことを意味している��｡ ここでこのドイツ語動詞の目的語が名詞 �������｢薬草｣��である
ことを考慮に入れれば, ｢投与する｣ とは, 通常 ｢丸薬で与えるか, 煎じ薬として与えるか｣

としか考えられない｡ いずれにしても, 口から飲ませることになる｡

�������������������������������������������
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25 『独和大辞典[コンパクト版]』 小学館, 1990年, 1841ページ｡
26 ����������10 �������������������������������1963�7�������584�
26 落合直文＜グリムのメールヒェンと圓生の落語 ｢死神の名づけ親｣ (���44) と ｢死神｣ ＞｡ 日大農
獣医教養紀要, 32号, 1996年, 47ページ｡ ただし, 落合氏は, この段階で生死に関する判断 ｢足元＝生；枕
元＝死｣ が, 第２版において逆になっている事実に気づいていないように思われる｡ 同論文で落合氏は, ヘッ
セン州で1811年10月20日に採集された 『死神の名付け親』 の出典先として��ボルテと��ポリーフカの 『註
解集』 (1937年) からイタリアの短編小説を引用している｡ ｢ピストーヤ出身 (イタリア) のフォルテグエリ
イは, 1550年に, あるノヴェレ (短編小説) の中で, 死神おばちゃん (�����������) が名づけ親 (�������������) として, アスツォ・インビデア (������������) 夫婦の最初の息子の誕生のときに申し出た｡ そ
してアスツォに医者としてふさわしい衣服をきせることをすすめた｡ そして病人がいたとき, その息子に,
彼女が病人の枕元 (頭) に立っているときは, なおらないことを宣言し, 彼女が足元に立っているときは,
病気が回復することを伝えなさいといった｣ (落合論文, 45ページ)｡ ところが, この後47ページで初版にお
ける ｢枕元＝生；足元＝死｣ という図式に関し, ＜死神が足元に立った時, 病人は確実に死に到ると言うこ
とであり, 上記の ｢古い民謡｣ の内容と一致＞すると述べている｡ しかし, この ｢古い民謡｣ の図式は ｢枕
元＝死；足元＝生｣ であるからして, 一致していないことになる｡
筆者は, �����������������������������������������������������������������������������������������������������44�����������������������������������������������������������と題して, この
論文とほぼ同様の内容を2002年８月に北京で開催された ｢アジア・ゲルマニスト会議北京｣ で発表した｡ こ
の論文の契機は, 確かにグリム研究の一環として 『死神の名付け親』 という童話に出会ったことにある｡ し
かし, 筆者は, その時点から35年ほど遡った小学４年生のときに, 有島一郎が死神を, フランキー堺が八五
郎を, そしておせつを香川京子が演じた 『幽霊繁盛記』 (内容は落語 『死神』 とほぼ同じ) を見たことがあ
る｡ そのとき筆者は, ｢命の炎｣ ｢ロウソクの長さで表される人間の寿命｣ ｢地下の洞窟で燃える無数のロウ
ソク｣ といった要素に不思議なくらい魅了されてしまった｡ その時点で筆者は, その感動の理由を突き止め
ることはできなかった｡ しかし, ここに至って, 幾分なりともその感動の中身を解明できたように思う｡ 落
合氏の場合も同様に, グリム童話というよりは, 圓生の演じた落語 『死神』 にその論文を執筆する契機があっ
たと推測される｡ ただし, 筆者がドイツ語で論文をまとめる時点まで落合氏の論文を知らなかったことは,
ひとえに筆者の怠慢に帰せられる｡ ここで指摘しておきたいことは, 感動に基づけば, 異なる研究者であっ
ても, 同じ発見をし, 似たようなテーマで論文を書きうるという奇しき ｢同時性｣ である｡

28 『独和大辞典』, 上掲書, 581ページ｡
29 同書, 1280ページ｡



それでは, ヴィルヘルムは, 伝承されてきた死神の位置関係を, 初版において単に自分の個

人的な体験に基づき, ｢それ (薬) を病人の両足にぬれば治る｣ というイメージに捕われて,

死神の立つ位置関係を従来と反対にしたのであろうか｡ もしそうであるとすれば, 薬効上,

｢煎じ薬を投与する｣ 方が時勢に適っているとして当該箇所を変更したとき, なぜ第７版にお

いて死神の立つ位置関係を初版と逆の位置関係にしなかったのであろうか｡ 落合氏は, 同論文

の中でこの調整をヴィルヘルムが失念したかのように論じている (��ページ参照)｡ しかしヴィ
ルヘルムは, 初版における生死の判断 ｢枕元＝生；足元＝死｣ を, 恐らくヤーコプに指摘され,

第２版において 『ドイツ神話学』 における記述と合わせて ｢枕元＝死；足元＝生｣ と変更した

にもかかわらず, 再び第３版以降 ｢枕元＝生；足元＝死｣ という図式に変更しているのである｡

筆者の考えでは, 詩的才能の豊かなヴィルヘルムは, 単に個人的な体験に基づいて死神の位置

関係を変更したのではなく, やはり当初からロウソクのもつ象徴力に無意識のうちに大きな影

響を被ったと思われてならない｡��� �����
生老病死は人生に付きもので, 人間は, 一旦生まれると, 必ず老い, 病気に罹り, やがては

死ぬ運命にある｡ とはいえ, 死を恐れるのも人の常である｡ 古代より, ｢不老不死の薬｣ に関

する伝説は数多くある｡ 秦の始皇帝は, ｢不老不死の薬｣ を求めて, 徐福を蓬莱山へ派遣した

と言われる��｡ 医学, あるいは延命術と呼ばれる知識も, ある意味においては, 人間の死に対
する恐怖から生み出されたとも言えるであろう｡ 近代的な医学がまだ発達していなかった古代

においては, 自然の治癒力, すなわち種々の薬, とりわけ薬草に関する知識が重要であった｡

医学の知識に関しては, 古代ギリシアにおいて ｢医学の父｣ と呼ばれたヒポクラテス

(�������������� �������������������) が有名である｡ しかし, 薬草の知識は, すでにそれ
以前の古代エジプトにおいて, かなり発達していたと言われる｡ 現代においても, 不治の病に

対する特効薬が開発され, 死に対する不安から, 不治の病に罹った患者は, すがりつく思いで

薬に助けを求める｡

ここにおいて興味深い事実は, 男性が古来より, もっぱら狩猟や戦争に従事することの方が

多かったせいであろうか, 薬草の知識は主として女性によって受け継がれてきたということで

ある｡ また, 近代に至るまで, 女性には文字を読んだり書いたりする教養が不必要と考えられ

たために, 薬草の知識の伝授は, 大概口頭による伝授で継承されてきた｡ 従って, 薬草の知識

を駆使して, 人の命を救ったり, 不思議な力を示した女性たちは, 彼女らの不思議な力を妬ん

だり, 恨んだりした者たちの誹謗中傷の文書に, 効果的に反論できなかったのである｡ その結

果, 薬草の知識をもつ女性たちは, やがて ｢魔女｣ という否定的にして, 反社会的なレッテル

を貼られる運命となったのである��｡
言うまでもなく, 古代・中世において薬草に関する知識は, 使いようによっては, 莫大な富

をもたらしたに違いない｡ 従ってまた, そのような知識の伝授は, 極めて慎重に行なわれなけ

梅 内 幸 信
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ればならなかったであろう｡ 薬草に関する知識を受け継ぐこのような女系一族は, この知識を,

代々娘にのみ伝授していたものと推測される｡ 魔女の薬草としては, 中世以来, 代表的なもの

としては, 媚薬と眠り薬としての効果をもつ ｢マンドラゴラ｣ (�������), 幻覚を引き起こし,
性的興奮剤となる ｢トリカブト｣ (��������), 胃腸の病気と月経障害に効く ｢オトギリソウ｣

(�������������), 麻酔作用をもち, 躁狂の発作も引き起こし, 場合によっては, 喘息や痙攣に
効く ｢ベラドンナ｣ (�����������) が知られている��｡ これらの薬草は, その秘密を守るために,
高い壁に囲まれた庭で, 花や野菜と共に栽培し, その薬草に関する知識の伝授は, 秘密裏に行

なわれていたと考えられる｡

『死神の名付け親』 において, 死神は医者によって二度までだまされたので, ついにおこっ

て医者を地下の洞穴へ連れて行く｡ そこには命のロウソクが何千本となく燃えているが, その

長さは, 大中小と様々である｡ そこで死神は, 医者に ｢これが人間の命の火じゃよ｣ (�����)
と言って, ロウソクの火を指差す｡ 医者が ｢わたしの命の火を見せてください｣ と頼むと, 死

神は, 今にも消えそうな小さなロウソクの火を指差す｡ ここで注目しておかなければならない

のは, 死神が命の寿命の象徴であるロウソクを指差すとき, 死神がロウソクの火, すなわち炎

を指差している点である｡ それを見た医者は, ひどく驚いて, 自分のために新しいロウソクを

灯して欲しいと死神に頼む｡ しかし死神は, ｢新しいのがともるには, まずそのまえに一つ消

える必要があるのじゃ｣ と応える｡ これに対して医者は, ｢それじゃ, 古いやつを新しいのに

継ぎ足してください｡ そうすりゃ, あのロウソクが燃えつきたら, すぐに次のが燃え出すでしょ

うから｣ と言う｡ ところが, 二度まで医者にだまされた死神は, 医者に仕返しをしようと考え

ていたので, 真新しい大きなロウソクを継ぎ足すふりをして, わざとしくじって, 医者の命の

ロウソクの炎を消してしまうのである｡

地下の洞穴に命のロウソクが何千本も灯っている光景は, その光と闇のコントラスト, そし

て, 大中小何千本というロウソクの揺らめく炎の壮大さによって神秘的な印象を与える｡ それ

は命の壮大なパノラマであるゆえに, 同時にまた, 一種の感動をも引き起こす｡ この炎による

効果は, グリム童話 『死神の名付け親』 においても, また, 圓朝作 『死神』 においても, 明確

に看取される｡

｢炎｣ ないし ｢火｣ は, その動的な燃焼形態からして, 当然のことながら ｢命｣ を想起させ

る｡ ガストン・バシュラールは, その著書 『火の精神分析』 において, ｢火｣ に関する次のよ

うな洞察を述べている｡

もし, ゆっくり変るものがすべて生命によって説明されるとすれば, 迅速に変るものは

すべて火によって説明される｡ 火は超�生命 (������������) である｡ 火は内的であり, か
つ普遍的である��｡

古来より, 火は, 単に命の象徴であるばかりではなく, ｢プロメテウスの火｣ の神話からも

�������������������������������������������
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理解されるように, 人間社会, そして, 人間の文明の火でもあった｡ 火が人間社会に行き渡り,

各家庭で用いられるようになると, それは, 人間の行動様式までも変えるに至る｡ つまり, 火

の明るさによって, 家庭から夜の闇が徐々に駆逐されるようになる｡ 火は, 竃の火を初めとし,

ランプの火やロウソクの火として, まさしく人間の生活を根底から支えるものとなるのである｡

カール・ケレーニイは, その著書 『プロメテウス』 の中で, この神話世界の英雄が人類に救済

をもたらした経緯を詳細に論究している��｡ プロメテウスによって人類に火がもたらされて以
来, もはや火無しでは, いかなる人間の生活形態も考えられないほどまでに, 火は人間にとっ

て極めて重要な意味をもつに至る｡ この意味において, 火は, 人間の命と等価と言えるほどの

重要性をもっていると言っても過言ではない｡

もちろん, ランプも人間の命の象徴になりうるが, しかし, 人間の命の象徴としては, ロウ

ソクの方が, より具象的にして, 直接的であると思われる｡ というのも, ランプの火の場合,

その火の源となる油はランプ本体の中に貯蔵されていて, その量が見極められないのに反し,

ロウソクの火の場合, その火がどれだけ続くかということは, ロウソクの長さによって視覚的

にはっきりと確認されうるからである｡ ランプの火に比べ, ロウソクの火は, はるかに人間の

命を想起させる明確な長所を具えている｡ つまり, ロウソクの長さは, 同時に人間の命の長さ

を具体的に示しうるのである｡ さらに, ロウソクの火が燃える様態, すなわち周囲の風に反応

したり, ロウソクの芯がジリジリと音を立てて燃えたりする様子は, 人生の有為転変を想起さ

せずにはいない｡ このことに関連して, ガストン・バシュラールは, その著書 『蝋燭の焔』 の

中で, ｢夢想を呼び起すこの世にあるかぎりの物象のなかでも, 焔は最大の映像作因のひとつ

である｣��とし, さらにまた次のような洞察を述べている｡
消える蝋燭は死滅する太陽である｡ 蝋燭は空の天体よりも一層ゆっくりと死にさえする｡

芯がたわみ, 芯が黒ずんでゆく｡ 焔はまわりをつつむ闇のなかで自分の阿片を服んでしまっ

ている｡ そして焔は申し分なく死ぬ｡ 眠りに就きながら死ぬのである��｡
この著書の中でバシュラールがロウソクの火の性質を, ｢上昇の導き手｣ ｢垂直性のひとつの

模範｣��として把握している点は, 容易に理解されることではあるが, 極めて重要なことであ
る｡ つまり, ロウソクの炎は垂直に上昇する力をもつと同時に, その本体であるロウソクは,

燃焼に伴って, 徐々に垂直に下方へと短くなって行く運命にある｡ それは, 理想を目指して天

へと上昇しようと努力しながらも, 最終的には寿命が尽きて死んで行く人生の具体的な象徴に

なっているのである｡

梅 内 幸 信
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35 バシュラール, ガストン・『蝋燭の焔』 渋沢孝輔訳, 現代思潮社, 1976年, 7ページ｡ ／���������������������������������������������(�����������������������������) 1996���25�
36 同書, 36ページ｡ ／������������������������������������������26�
37 同書, 23ページ｡ ／������������������������������������������23�



��� ���������
ここに至ると, なぜグリム兄弟が, 圓朝作 『死神』 と 『死神の名付け親』 の類話とは反対に,

｢死神が枕元に立てば病人の命が助かり, 足元に立てば助からない｣ という設定を設けたかと

いう疑問が解明される準備が整ったと思われる｡ 『死神の名付け親』 の類話においては, ｢死神

が足元に立てば病人の命が助かり, 枕元に立てば助からない｣ という設定は, 次のように解釈

されるであろう｡ 一般に, 国を問わず, 人間が死ぬときには死神が迎えにくるということが信

じられている｡ この信仰にあって死神は, いずれにしても擬人化された神として登場する｡ そ

れでは, 一体グリム兄弟の 『死神の名付け親』 において, なぜ死神が病人の足元に立てば, そ

れが病人に死をもたらすのであろうか｡ それは, やはりヴィルヘルムがこの童話を収録し, 文

体を整える際に, ｢ロウソクのイメージ｣ に捕えられていたからだと考えられる｡ 古来より一

般に, 炎は, ｢生命力｣ や ｢魂｣ の象徴となっていた��｡ これに加えて, 可視的な材質と長さを
もつロウソクは, 容易に人間の一生を想起させる｡ そこで, さらにここで一本のロウソクを人

間の体に譬えてみると, ロウソクの炎は人間の頭に対応し, ロウソクの根元は人間の足に相当

する｡ そうすると, 命の火を指差す死神が病人の枕元に立っているということは, 死神が対置

されている命の炎が未だ高い位置にあることを示している｡ すなわち, ロウソクは, まだ等身

大に近く残っているということを意味するのである｡

このように, 人間の死に関して絶対的な権限をもつ死神は, 自分の立つ位置によって病人の

｢命の長さの大小｣ を指し示しているのである｡ 他方, 死神が病人の足元に立っているという

ことは, 死神が対置されている命の炎がすでに低い位置にあることを示している｡ すなわち,

ロウソクは, ほとんど燃え尽きているということを意味するのである｡ どうやら, グリム兄弟

の 『死神の名付け親』 に登場する死神は, 死者を迎えにくるときには, 人間の体をロウソクに

譬え, 病人の足元に立つことによって, その病人の命のロウソクが燃え尽きていることを告げ

るのである｡ そして, ロウソクの炎によるこの死神の行動様式を明確に思い描いていたからこ

そ, ヴィルヘルムは, 寿命の燃え尽きた病人の足元に死神を立たせたと解釈されるのである｡

加えるに, ロウソクは, 語源上 ｢輝き｣ や ｢眼差し｣ を意味している��｡ これに従えば, 地
下の洞窟で燃えている何千ものロウソクの炎は, ｢眼の光｣ にも譬えられる｡ しかも, そこに

いる死神の眼は, 復讐の念に燃えている｡ その背景には, 死の元型であるタナトスの ｢馬に乗っ

たり, あるいはその翼で飛んで, 犠牲者の息の根を止めるか, 叩きのめす｣��姿が登場する｡
邪悪な眼差しは, 人間を死に至らせるまでの恐ろしい効果をもっている｡ 例えば, ������ホフ
マンの 『ファールンの鉱山』 (������������������������) に登場する主人公である鉱夫の
エーリスは, 結婚式の当日に花嫁に地底世界にある柘榴石を贈ろうと考える｡ しかし彼は, 地

底で地底王国女王の眼を見てしまう｡ この眼差しは, 彼に ｢恐ろしいメデゥーサの眼を見た｣��
ときと同じ影響を与える｡ 同様に, 足元に立つ死神の生に敵対する恐ろしい眼差しを見つめる

�������������������������������������������

－��－38 フリース, アト・ド・『イメージ・シンボル事典』, 上掲書, 250�251ページ参照｡
39 ������������������7�������������������������������1963���72�
40 �����������������������������������������������������1983���699�
41 ������������������������������������������������������������������������1978���192��



病人は, メデゥーサの眼を見たときのように石化し, 死すべき運命に定められるのである｡

グリム童話 『死神の名付け親』 は, (１) ある１人の貧しい男が, 神や悪魔ではなく, 死神

を名付け親に頼む, (２) 若者が, 死神が病人の枕元に立つか, 足元に立つかによって病人の

回復と死を判断する, (３) 医者となった若者が死神をだます, (４) 死神は, 医者に仕返しを

する, という４つのモチーフから成り立っている｡ 圓朝作 『死神』 では, 恐らく宗教上の理由

で, 第１番目のモチーフが削除されている｡ この点を踏まえて, グリム童話 『死神の名付け親』

と圓朝作 『死神』 とに共通した粗筋を再構成してみると, ｢貧しい男が, 死神から病人の回復

と死を判断する方法を教えてもらったが, しかし, 慾に目が眩んで, 死神をだましたため, 死

神に仕返しをされて死んでしまう話｣ となるであろう｡ この本質的粗筋が, ドイツと日本とい

う歴史と文化の差異を超えて生き残ったものである｡ ここには, 依然としてグリム兄弟の説く

｢勧善懲悪の精神｣ が保存されている｡

｢枕元＝死；足元＝生｣ という生死の判断を死神が教えるのは, グリム童話集の第２版にお

いてのみである｡ そうすると, このグリム童話集第２版をドイツから日本に持ち帰り, 圓朝に

伝えたものは誰かという疑問が生ずる｡ この疑問を解明するには, 当然のことながら当時の圓

朝の交友関係を探らねばならない｡ その際, 有力候補として浮上するのが, ����年に竹内下野
守を主席とし, 福沢諭吉や松本弘安, 箕作秋坪などと共に幕府の外交使節団の通辞として, ヨー

ロッパ諸国へ赴いた経歴をもつ福地桜痴 (���������) である｡ ����年５月にこの使節団は,
｢ロンドンを発ってオランダに渡り, ハーグで同趣旨の条約をオランダと締結してから, 今度

は汽車でプロシャの首都ベルリンに｣��向かった｡ ヤーコプの甥であるヘルマン・グリムの伝
えるところによれば, ヤーコプは訪ねてきた３人の日本人と会っているが, この３人が誰であ

るかは確認されていない｡ しかしながら, この中に福地桜痴が入っていたと推定せざるをえな

い��｡ そうしないと, 『死神の名付け親』 は, 圓朝の耳に入るはずはないからである｡ 落語家の
圓朝としては, このグリム童話を読んだのではなく, 福地桜痴から聴いたと考えざるをえない｡

落語の本質は, 耳学問である｡��� �������
ロウソクの炎のイメージがグリム兄弟を捉えていたということは事実としても, 『死神の名

付け親』 を改訂したのは, 兄のヤーコプではなく, ヴィルヘルムであったと推定される｡ 確か

に, ヤーコプもグリム童話集の改訂に当たっては, 弟に助言したではあろうが, ����年の第３
版以降グリム童話集の実際的な改訂を進めたのは弟のヴィルヘルムであったと断定しうる証拠

が見出される｡ つまり, 兄のヤーコプは, その大著 『ドイツ神話学』 (�������������������

梅 内 幸 信
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42 西本晃二＜落語 『死神』 の世界＞青蛙房, 1996年, 227�271ページ参照｡ この中で西本氏は, 福地桜痴に関
して, かなり詳細に調べ上げている｡ ／福地桜痴 『桜痴全集』 (上・中・下), 博文館, 1911 (明治44) 年,
参照｡

43 2002年10月12日 (土) に福岡大学で ｢レレケ教授講演会｣ が開催された｡ そのとき通訳として同行していた
フローチャー美和子女史は, ベルリーン国立図書館所蔵の古い新聞を調べて, この中に福地桜痴が入ってい
た事実を突き止めたいと話していたが, その後音沙汰はない｡ おそらく, その名前は見つからなかったので
あろう｡



����) における ｢死神｣ の項目の所で, 『死神の名付け親』 を次のように紹介しているのであ

る｡

[……] われわれは ｢死神の名づけ親｣ (『グリム童話』 ��番) という見事な着想の童話
を持っている｡ 結末には地下の洞穴があり, そこには何千もの燈火が見わたせないほど幾

列にも並んでともっている｡ 人間の命の燈火であり, まだ長い蝋燭でともっているのもあ

れば, もう終わり近く燃えさしのようなのもある｡ 蝋燭が長くても倒れたり, ひっくり返

されたりすることがないとはいえない｡ さてこれに先立ち, 死神は貧しい男のために名付

け親になってやり, 産まれた代子には次のような贈物をする｡ 病人のそばに立つ自分の姿

が見えるから, 立つ位置から病人が治るか治らないかが分かるようにしてあげようという

のである｡ 代子は医者になり, 名声と富とを手に入れる｡ 死神が病人の枕元に立っていた

ら, 死神のものになる, 足元に立っていたら, 病気は治るというわけである｡ 医者は何度

か病人の上下を逆にして死神をだますが, 結局死神は, だまされた仕返しに, 代子の燈火

をあっという間に倒してしまう｡ [……]��
ここにおいて, ヤーコプは, ｢死神が病人の枕元に立っていたら, 病人は死に, 死神が病人

の足元に立っていたら, 病人は治る｣ と明確に述べている｡ この時点で ｢死神の名付け親｣ と

いう類話は, 古来より伝承されたままであったことが分かる｡ それを転倒させたのは, 兄のヤー

コプではなく, やはり ｢ロウソクの炎のイメージ｣ に強力に捕えられていた弟のヴィルヘルム

であるとしか考えられない｡ それにしても, ロウソクの炎のイメージ｣ が, 一体どうようにヴィ

ルヘルムの心象に影響を与えたのであろうか｡

この問題を追究するためには, ｢ロウソクの炎の位置の高低｣ に関する意義づけを若干考察

する必要がある��｡ ジョージ・レイコフとマーク・ジョンソンは, その共著において, 英語に
おける種々の抽象概念を空間的位置に関するメタファーでもって表現しようと試みている｡ こ

こでは, ｢上｣ と ｢下｣ という空間的位置に関して, 次のように述べられている｡�������������������������������������� ������������������������������������������������������
人間をロウソクに譬えるとき, 人間の頭はロウソクの炎に, 人間の足はロウソクの根元に相

�������������������������������������������
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当する｡ ここに位置を表す形容詞を加味してみると, 死神が病人の枕元に立つとき, 死の指針

となる死神はロウソクの炎がまだ高い位置にあることを示していると解釈される｡ また同時に,

死神が病人の足元に立つとき, 死の指針となる死神はロウソクの炎が低い位置にあることを示

していると解釈される｡ そうすると, ｢ロウソクの炎がまだ高い位置にあること｣ は ｢良いこ

と｣ であり ｢幸せなこと｣ であることを意味し, ｢ロウソクの炎が低い位置にあること｣ は

｢悪いこと｣ であり ｢悲しいこと｣ を意味することとなる｡ このような位置に関するイメージ

に, 『死神の名付け親』 の文体を整える際にヴィルヘルムは捕われていたと考えられる｡

地下の洞窟に何千というロウソクが灯っている光景を思い描いたときヴィルヘルムは, 生と

死の戦いの象徴となっているロウソクの炎のイメージに間違いなく心を奪われたに違いない｡

それゆえにこそヴィルヘルムは, 伝統的な ｢死神｣ のモチーフとは逆に, 死神が病人の枕元に

立つとき病人は治り, 死神が病人の足元に立つとき病人が死ぬ運命にあると, 無意識のうちに

書き換えてしまったのである｡ この物語全体の通奏低音になっている ｢ロウソクの炎｣ のイメー

ジこそが, ヴィルヘルムが 『死神の名付け親』 の文体を整えるに当たって大きな影響力を与え

たものであると言わざるをえない｡ それは, プロメテウス以来の ｢炎のもつ力｣, すなわち拝

火教をも生み出した ｢炎のイメージ｣ のなせる業である｡

梅 内 幸 信
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